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『メディアの捉え方』 と 『日本語インターネットラジオのこれから

』    

メディアの捉え方》

インターネットやテレビ、ラジオや誌面など、毎日何気なく触れているニュース

。

経済、社会、国際、スポーツ、芸能など、あらゆるジャンルのニュースが今、

簡単に手に取れる時代になりました。しかし、これらのニュースには伝え手側の

意図がさりげなく隠されています。ニッポン放送報道部時代のエピソードを元に

解説します。

《日本語インターネットラジオのこれから》

斜陽な産業と言われてきたラジオ。音声メディアとして今、その形が変わりつつ

あります。

インターネットから生まれたポッドキャストという仕組みと、インターネットラ

ジオ。

現在、私は２つの日本語インターネットラジオ局、『さくらラジオ』　（NY）　

と『TJSラジオ』　

（LA）で計５番組を担当しています。今後、インターネットラジオはどのように

活躍の場を

広げて行くのか？今後についてご説明します。

　　


